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ニュージーランド 果実と野菜の輸出が回復 
Ｆｒｕｉｔ ＆ Ｖｅｇｅｔａｂｌｅ Ｆａｃｔｓ ２０２５年２月 

輸出額は３０億米ドル 

ニュージーランドの果実と野菜の輸出は、過去２年間の減少から回復した。２０２３年の早い時期（２月）にサ

イクロンが全国に甚大な被害をもたらし、その結果、同年には輸出が激減した。しかし、昨年（２０２４年）の輸出

量は２０２１年の記録的な水準をわずかに下回ったに過ぎない。 

昨年の果実と野菜の輸出量は合計１４６万トンで、２０２３年と比較して３０％増加した。２０２１年の輸出量は 

１５０万トン強であった。輸出額では、２０２４年は記録的な年で、輸出総額は３０億米ドル強であった。 

３分の２がキウイ 

ニュージーランドの果実と野菜の輸出は、主にキウイフルーツによって推進されており、海外で販売される

すべての果実の３分の２を占めている。リンゴがそれに続き、輸出量の３０％強を占めている。他の果実の輸

出量はこれらと比べて少ない。 

昨年は生鮮野菜の輸出も回復し、２０２３年のわずか１９万トンから３８万トンに増加した。２０２１年の生鮮野

菜の輸出量は７３万トンに達していた（原文のまま）。タマネギが主な輸出野菜で、カボチャとニンジンがそれに

続く。 

東・南アジアへの輸出が最も多い 

東アジア・南アジアはニュージーランドの果実と野菜の輸出の主要市場であり、近年では全体の約６０％を

占めている。２０２２年まで、この地域はますます重要性を増し、ＥＵへの輸出は減少した。最近では、輸出の

約４分の１がＥＵ向けで、以前と比べて減少している。絶対量で見ると、昨年は東・南アジアに８６万７千トン、

ＥＵ諸国に３３万８千トンが輸出された。北米はこれに続き、輸出量は合計１０万トンであった。 

ニュージーランドの輸出データでは、ＥＵへの出荷の約８０％について、個別の国が特定されていない。 

「ＥＵ ｎｅｓ」（その他のＥＵ）の分類は、ニュージーランド産品の主な輸出先と見なされているベルギーを主に指

していると考えられる。中国も主要市場であり、日本が少し離れてそれに続き、その後、台湾、米国、ベトナム、

韓国、英国、オーストラリア、インドが続く。 

ニュージーランドの生鮮果実・野菜輸出の推移 
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記録的なキウイ輸出 

ニュージーランドのキウイフルーツの輸出は、２０２２年と特に２０２３年に急激に減少した後、昨年は完全に

回復し、２０２３年と比較して４０％以上の増となる７９万トンの新記録を樹立した。これまでの記録は７４万トン

以上が輸出された２０２１年のものであった。 

キウイフルーツについては、多くがＥＵ（主にベルギー）に輸出されており、中国、日本、韓国、米国、台湾、

オーストラリアがそれに続く。 

現在、キウイフルーツの輸出の３分の２はゴールド品種である。この果肉の黄色いキウイは、中国（同国への

総輸出の９１％を占める）と韓国（同８１％）で特に人気がある。ＥＵへの輸出では、果肉が黄色いキウイと緑の

キウイの比率はほぼ半々である。 

 

ニュージーランドの生鮮果実・野菜輸出 ２０２４年数量ベース 
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多くのリンゴが中国へ 

ニュージーランドのリンゴの栽培面積は、２０２４/２５年度シーズンに１万１千ヘクタール以上に拡大すると予

想されている。２０２３年にはサイクロンにより、ホークスベイ地方やギズボーン地方等、主要産地のリンゴ園に

甚大な被害が出た。被害の大部分は復旧されたが、このセクターは依然として債務返済の負担を負っている。

２０２４/２５年度のリンゴの収穫量は５６万トンと推定されている。 

昨年のリンゴの輸出量は２０２２年の水準に戻り、２０２３年より１０％多い合計３８万トン弱となった。特に中国

への輸出は増加が続いており、２０２３年の４万７千トン、２０２２年の６万トンに続き、昨年は７万トン以上に増加

した。ベトナムと台湾がこれに続き、英国は昨年３万２千トンを輸入した。インドも大幅な伸びを見せ、輸出量

は３万トンを超えた。タイ、米国、香港、オランダ、ドイツがそれに続いた。ニュージーランドは昨年、１万４千ト

ンのリンゴをオランダに輸出し、これは２０２３年よりは少ないが、その前年よりは多い。 

ニュージーランドの品目別生鮮果実・野菜輸出 ２０２４年 

その他 
 

ニンジン 
 

アボカド 
 

カボチャ 
 

タマネギ 

リンゴ 

キウイ 
フルーツ 

ニュージーランドのキウイフルーツとリンゴの輸出量 

ト
 
ン

 

キウイフルーツ リンゴ 



4 

リンゴ品種の輸出拡大 

ガラは依然として輸出されるリンゴの主要な品種であり、２０２３年の落ち込みからは回復したが、以前よりは

少なくなった。エンヴィは第２位で、輸出量は昨年も増加が続いた。第３位のふじもガラと同様で、反発したも

のの、以前の水準を下回った。ピンクレディーの輸出は比較的安定していた。ニュージーランドクイーンがこ

れに続き、ダズルの輸出は増加したが、ジャズの輸出は引き続き減少した。一方、ロキットは増加した。 

好まれる品種は国によって大きく異なる。中国とベトナムは主要な品種をすべて輸入しているが、台湾はふ

じを大量に輸入している。英国は、かなりの量のブレバーンとピンクレディーを輸入している。エンヴィは、米

国で高い需要がある。オランダは、ガラに加えてピンクレディー、ブレバーン、ジャズを大量に輸入している。 

その他の輸出果実は、アボカド（２万トン）、サクランボ（４,５００トン）、ナシ（２,１００トン）、ブルーベリー（２千ト

ン）等である。（以下、野菜について省略） 

ニュージーランドの生鮮果実・野菜輸出（トン） 

（他の統計表は省略） 

執筆者： ヤン・ケース・ボーン   出典： Fruit ＆ Vegetable Facts（出典の本文はオランダ語、図表は英語） 

※ この記事及びリンク先の記事、データの転載には Fruit ＆ Vegetable Facts の許可が必要です。 

翻訳に当たっては、ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ（２０２５年２月２５日）の英文記事を参考にしました。   
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https://www.freshplaza.com/asia/article/9708007/recovery-of-new-zealand-fruit-and-vegetable-exports/

